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第７回　宮城県農業委員会大会

新年のご挨拶

登米市農業委員会
会長　高　橋　清　範

　新年あけましておめでとうございます。
　皆様には健やかにお過ごしのこととお喜び申し上げます。
　農業委員会はコロナ禍の中で「農地利用状況調査」や「意見書の提出」など、目標とする活動を達成す
るため鋭意努力して参りました。そうした状況下、ウクライナ戦争の影響で農業資材の高騰や円安など、
食料安全保障の観点からも食料自給率の低下が懸念されております。食料の約６割を海外に依存している
我が国にとっては、これまで以上に農地を活かし、農業、農村を維持発展させることが求められます。間
近に迫り来る世界的食料不足に私たちは何をすべきか、食料安全保障に関する国民的な議論が必要です。
そのためには我が国の農業状況について国民にわかりやすく説明し、農政に対する理解を求めることが重
要であります。
　農業委員会はこれまで同様現場を直視し、活動の見える化を図り市民皆様に信頼される組織を目指し努
力して参りますので、今後ともご理解ご協力をお願い申し上げ挨拶といたします。

　宮城県農業会議主催 第7回宮城県農業委員会大会が、11月14日に開催されました。
　登米市からは農業委員・農地利用最適化推進委員23名が参加しました。大会では、第1号議案から第4

号議案までが提案され、満場一致で採択されました。
　その後、一般社団法人全国農業会議所専務理事 柚
木茂夫氏による「農業委員会の新たな農地利用最適化
活動について～地域計画の作成に向けて～」と題して
講演がありました。
　今後、実質化された人・農地プランと農地の効率的
な活用を進めるにあたり、農業の担い手と農地所有者
の意向を確認し、関係機関と連携し将来を見据えた農
業の素案作りが必要と再確認しました。
　また、大会では宮城県知事感謝状表彰（在任20年
以上）として3名が表彰を受けられました。

担当：佐藤委員

　市長と市議会議長に、12月９日「令和４年度農地等の利用の最適化に関する意見書」を提出しました。
7月に開催した女性農業者との意見交換会や、日頃活動する農業委員、農地利用最適化推進委員からの意
見をもとに作成しました。

意見書の項目
① 農地利用の集積・集約化について
② 遊休農地の発生防止・解消について
③ 新規参入の推進について
④ 女性農業者の視点を農業政策に反映すること

意見書を提出

〇就任のお知らせ　宮城県農業会議副会長　高橋清範（令和4年10月から）

高橋清範委員　佐藤幸治委員　鈴木一義委員
たかはしきよのり すず  き かずよしさ とうこう  じ

〇その他、農業委員・最適化推進委員が出席した研修会
　９月１日　宮城県農業会議主催　農業委員・農地利用最適化推進委員研修会　　　　　　  　　
　11月７日　登米市農業委員会委員親睦会主催　委員研修会　
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◎ストップ　  農地への不法投棄!! 
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　農業者年金に加入しました！

最適化推進委員の想い～農家の皆さんへ～　迫町新田  田崎推進委員
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　私の担当する地区は、丘陵地のため段差が多く、

作業することも大変な地区です。

　親が苦労して造成しているのを見て育ち「自分が

出来るうちは・・」と頑張って農作業している方々

が多いと感じながら活動しております。

　無理をせず農作業をしてほしいと思う一方で、生

産性のない農地は非農地にしてほしいという方もあ

り、なかなか難しく対応に悩んでいます。

　農作業に従事される皆様、ご苦労様です。

　農地の維持管理へのご尽力に感謝申し上げます。

担当：佐々木委員

　淳さんは、両親（秀一さん・聖子さん）と一緒に
水稲5ha・繁殖牛10頭を営む専業農家です。
　昨年3月まで介護士として働いていましたが、秀一
さんの入院を機に介護施設を退職し就農したそうで
す。
　就農するにあたり農業に必要な免許（大型特殊免
許等）を取得し、更に近くの農業委員から勧められ
て農業者年金に加入しました。
　年金保険料の全額が社会保険料控除になるなど、
メリットが有ることで加入を決めたそうです。
　現在は、繁殖牛の世話を中心に勉強中ですが、規
模拡大を考えているとのことでした。
　淳さんの今後の活躍に期待です。

担当：岩淵委員

皆様にとって幸多き一年になりますように心よりお祈り申し上げます皆様にとって幸多き一年になりますように心よりお祈り申し上げます

迫町　千 葉  　淳さん
ち　  ば　　　 じゅん

全国農業新聞は
地域農業者の代
表機関である農
業委員会のネッ
トワークが発行
する週刊の農業
総合専門誌です。

購読しませんか

申し込み・お問い合わせ先
登米市農業委員会事務局  ☎0220-34-2317
FAX番号　0220-34-2801

金曜日発行
（原則月4回）

月700円、年8,400円
（消費税込）

週刊
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